
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第９号 令和 ４ 年 ９ 月１３日（火）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 

「浪高だより」は、本校 HP に

掲載しています。浪岡高校公式

YouTube「浪高チャ 

ンネル」も視聴よろ 

しくお願いします。 

【 原画 31HR 山田 倖 君 】 

毎年、３年生の卒業記念作品として制作している「空き缶壁画」でした

が、令和２年度（31 回目）から全学年が取り組む活動となりました。今年

度も４月から始めたアルミ缶の回収は、保護者や地域住民のご協力により

多くの空き缶を集めることができました。心より感謝申し上げます。 

今年は、青森県における温室効果ガスの削減やごみの排出抑制、リサイ

クル率の向上を図る「もったいない・あおもり県民運動」の普及啓発シンボ

ルキャラクター「エッコー」を通して、『「もったいない」地球の未来のため

に～リサイクルから始める SDGｓ～』と題した原画を 31HR の山田 倖 君

がデザインしてくれました。 

制作は、全学年で役割分担をして約６カ月間におよぶ地道な活動を続け

ました。夏休み明け２学期に入って数日で針金通し制作・調整に入り、９月

２日（金）に予定通り校舎外壁に壁画を吊り下げました。今年も全校生徒の

活躍でようやく完成させることができました。また、サプライズで本物の

エッコーくんが登場し、「空き缶壁画」をバックに、生徒・教職員の写真撮

影が行われ、完成した達成感と満足感につつまれていました。空き缶壁画

は、浪高祭終了後の１０月２５日（火）まで展示され、午後６時から同８時

まで、ライトアップも行っています。生徒たちの頑張りによって完成した

空き缶壁画をぜひご覧下さい。 

【ライトアップ】 



 

 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２６日（火）・２７日（水）の２日間、徳島県吉野川市で行われた全国高等学校総合体育大会バドミント

ン競技大会（インターハイ）に、男子個人ダブルス・男子個人シングルスの２種目に出場しました。 

 男子個人ダブルスでは、菅原海・田中陽ペアが４回戦まで勝ち進みましたが、東大阪大学柏原高校の 

選手に敗れベスト１６となりました。男子個人シングルスでは菅原海斗君が、４回戦まで進み中学時代 

全国１位を経験した埼玉栄高校の選手と対戦し、第１セットを取り接戦を繰り広げましたが残念ながら 

破れてベスト１６となりました。どの試合も気迫あふれる試合を繰り広げましたが、接戦をものにする 

ことができませんでした。それでも選手たちは最後まで諦めず、これまでの成果を精一杯出し切った試 

合となりました。今回の大会で、ダブルス・シングルスともにベスト１６に入ったため、国民体育大会 

の出場権を得ることができました。今後も多くの人に夢と感動を与えてくれることを期待しています。 
  

 ＜男子ダブルス 菅原海斗・田中陽樹＞ ベスト１６  ＜男子シングルス 菅原海斗＞ ベスト１６ 

   ３ 回 戦  ２－１ 鎌田・谷口（武岡台 鹿児島）  ３ 回 戦  ２－０ 大山（北越 新潟） 

  ４ 回 戦  ０－２ 池田・神山（柏原 大阪）    ４ 回 戦  １－２ 沖本（埼玉栄 埼玉） 

 生徒どうしの挨拶運動を通して、浪岡高校生の基本的生活習慣の確立を図ることを目的

に、風紀委員・応援団の合同により今年度２回目となる朝の挨拶運動を２日間実施し、爽

やかな挨拶を交わしていました。風紀委員は元気な挨拶をしながら、容儀についても注意

喚起を促していました。 

 コミュニケーションの始まりは挨拶からと言われますが、良好な人間関係を築くため、

これからもお互い元気に挨拶を交わしていくよう心がけて欲しいと思います。 

    ８月３０日(火)･３１日(水)

 大学生とコミュニケーションを図りながら、生徒自身の進路目標について真剣に考える

態度を育成することを目的に、大学生とカタル！キャリアサポート推進事業（県総合社会

教育センター）の一環として、高大連携キャリアサポートが実施されました。３・４人の

グループに分かれ、２・３人の大学生とグループになって対話したり、大学生の体験談を

聴いたりして、これまでの高校生活を振り返り、今後のことについて深く考え、自分の将

来について見通しを持つ機会となりました。ＴＫＪ法の手法により、「これスキ！」とい

うテーマで考えを模造紙にまとめ、代表者が感想を発表しました。 


